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は
じ
め
に

『
法
華
経
』

の
中
心
思
想

の

一
つ
が
方
便
品

に
説

か
れ

る

一
乗
思
想

で
あ
る
こ
と

に
は
、
誰
も
異
議

が
な

い
で
あ

ろ
う
。
『
法
華
経
』
は

『
法

華
経

』
以
外

の
教
え
と

『
法
華
経
』
自
身

と
を
区
別
す
る
根
拠
と
し
て
、
方
便
と

い
う
概
念
を
導
入
し
た
。
『
法
華
経
』
は
、
『
法
華
経
』
以
前

に
説
か

れ
た
教
え
を
、
声
聞
に
対
す
る
教
え

(声
聞
乗
と
呼
び
、
具
体
的
に
は
四
諦
の
教
え
を
指
し
、
阿
羅
漢
に
な
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
)、
縁
覚

に

対

す

る
教
え

(
縁
覚
乗
と
呼
び
、
具
体
的
に
は
+
二
因
縁
の
教
え
を
指
し
、
縁
覚
と
な
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
)、
菩
薩

に
対
す

る
教
え

(
菩
薩
乗
と
呼

(
1

)

び
、
具
体
的
に
は
六
波
羅
蜜
の
教
え
を
指
し
、
仏
と
な
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
)
の
三
乗
に
整
理
し
て

い
る
。

つ
ま
り
、
声
聞
、
縁
覚
、
菩
薩
と

い
う

三
種

類

の
修
行
者

の
類
型

に
対

し
て
、

三
種
類

の
教
え
と
修
行
が
説
か
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
達
成

さ
れ
る
理
想

に
も
三
種
類
が
あ

る
と
さ
れ

る
。
と

こ
ろ
が
、
『
法
華
経
』
は

こ
れ
ら

の
三
乗
は
方
便

の
教
え

で
あ
り
、
声
聞
、
縁
覚
も
最
終
的
に
は
菩
薩
と
し

て
成
仏
す

る
こ
と
が

で
き

(
2

)

る
と
説
く
。

こ
れ
が
仏
乗
と
呼
ば
れ
、
『
法
華
経
』
自
身

の
立
場
を
表
す
も

の
と
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、

三
乗
は
暫
定
的
な
存
在

で
あ
り
、

真
実

に
は
仏
乗

し
か
存
在

し
な

い
の
で
、

こ
れ
を

一
乗
と
呼

ぶ
の
で
あ

る
。
実

は
、
三
乗
と

一
乗
と

の
関
係
を

め
ぐ

っ
て
は
、
三
乗

の
な
か

の
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菩
薩

乗
と
仏
乗

が
同

一
な

の
か
、
相
違
す

る
の
か
と

い
う

問
題
が
生
じ
、
昔

の
注
釈
家

(法
雲
は
異
な
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
)
も
現
代

の
仏
教

学
者
も
さ
ま
ざ

ま
な
解
釈
を
与
え

て
、
必
ず
し
も
意
見

の

一
致
を
見

て

い
な

い
が
、

一
乗
思
想

の
大
要
は
上
記

の
と
お
り

で
あ
る
。

本
稿

は
、
光
宅
寺
法

雲

(
四
六
七
ー
五
二
九
)
が
、
彼
が
独
自

に
形
成

し
た
解
釈

の
枠
組

み
を
用

い
て
、
『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る

一
乗
思
想

を
ど

の
よ
う
に
理
解

し
た
か
を
、
序
品
と
方
便
品
に
対
す
る
注
釈
を
中
心
的
資
料
と
し
て
考
察
す
る
。
方
便
品

の
注

の
冒
頭
に
は
、

こ
の
品
以

降
が
経

の
正
宗

(経
の
序
、
正
宗
、
流
通
の
三
段
落
の
な
か
の
正
宗
の
段
落
)
を
明
ら
か
に
す
る
段
落

で
あ
る

こ
と
、
方
便
品
を
は
じ
め
、
品

の
題

名
は
経
を

論
出
す
る
も

の
が
名
づ
け
た
も

の
で
あ

る
こ
と
、
た
だ
し
、
品

の
題
名

は
仏

の
意
を
汲
み
取

っ
た
も

の
で
あ
り
、
弟
子
が
勝
手

に
創

作
し
た
も

の
で
は
な

い
と
考
え

る
こ
と
は
可
能

で
あ

る
こ
と
、
が
述

べ
ら
れ
た
あ
と

で
、
こ

の
品
が
な
ぜ
実
相
品
と
名
づ
け
ら
れ
ず
、
方
便
品

と
名

づ
け

ら
れ
た

の
か
と

い
う

問
題
を
め
ぐ

っ
て
、

こ
の
品

の
思
想
的

な
内
容
が
簡
潔
に
整
理
さ
れ
て

い
る
。

は
じ
め
に
、
そ

の
記
述
を
参

照

し
て
、
我

々
の
考
察

の
出
発
点
と
し
よ
う

。

若

し
理
に
従

っ
て
名
を
立

つ
れ
ば
、
応
に
実
相
品
と
言
ふ

べ
く
、
応

に
方
便
品
と
言
ふ

べ
か
ら
ず
。
只
だ
今

日
、
此

の
経
は
正
し
く
昔

日

も

の
三
乗
教

は
是
れ
方
便
な
り
と
顕
す
。
方
便
は
但
だ

三
乗
教
な
り
。
昔

日
の
時
に
当
り

て
は
、
本
と
是
れ
実
教

に
し

て
、
方
便
と
名
づ
け

ず
。

既
に
今

日
の

一
乗
実
相

の
理
を
説
け
ば
、
此
れ
は
則
ち
昔

の
三
乗
は
是
れ
方
便
な
り
と
形
顕
す
。
是

の
故

に
下

の
経
文
に

「
此

の
経

は
方

便

の
門
を
開
き

、
真
実

の
相
を
示
す
」
と
言
ふ
。
是
れ
は
則
ち
今

日
の
因
果

の
真
実

の
相
を
説

け
ば
、
則
ち
昔

日
の
因
果
は
是

れ
真

実
に
非
ず
と
顕
す
。
今
、
此

の
品
は
所
顕

に
従

っ
て
名
を
受
け
、
名
づ
け

て
方
便
と
為
す
。

若
従

理
立
名
者
、
応

言
実
相
品
、
不
応
言
方
便
品
。
只
今
日
此
経
正
顕
昔

旦

二
乗
教
是
方
便
。
方
便
但
三
乗
教
、
当
乎
昔

日
之
時
、
本
是

実
教

、
不
名
方
便
。
既
説
今
日

一
乗
実
相
之
理
、
此
則
形
顕
昔

三
乗
是
方
便
。
是
故
下
経
文
言
、
此
経
開
方
便
門
示
真
実
相
。
是

則
説
今

日
因
果
真
実
之
相
、
則
顕
昔

日
因
果
非
是
真
実
。
今

此
品
従
所
顕
受
名
、
名
為
方
便
。
(大
正
三
三

・
五
九
二
上
。
以
下
、
『
法
華
義
記
』
か
ら

の
引
用
は
頁

・
段
の
み
を
記
す
)

こ

の
文

に
よ
れ
ば
、

『法
華
経

』
は
今

日
の
因
果
が
真
実

で
あ
る
こ
と
を
説
く

こ
と

に
よ

っ
て
、
昔

日
の
因
果
が
真
実

で
は
な
く
方
便

で
あ
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る
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ

り
、
そ

の
方
便
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
方
に
従

っ
て
品
名
が
付
け
ら
れ
た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
竺
道
生

(
三
五
五
頃

ー
四
三
四
)
の

『
妙
法
蓮
花
経
疏

』
に
お
け
る
、
品
名

を

一
乗
品
と
す

る
と
、
真
理
が

一
つ
で
あ

る
と
誤
解

さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
の
で
、
方
便

(
3

)

品
と
名
づ

け
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
か
え

っ
て

一
乗
を
絶
賛
す

る
趣
旨
を
表
現
す

る

の
で
あ

る
、
と

い
う
注
釈

に
比

べ
る
と
、
法
雲

の
場
合
は
、

方
便
品
と
名
づ
け
る
理
由

が
十
分
に
示
さ
れ

て
い
る
と

は
言

い
難

い
。
し
か
し
、
筆
者

の
関
心
は
こ

の
問
題
に
あ

る
の
で
は
な
く
、

こ
の
文

に

示
さ
れ
た
方
便
品

の
思
想

的
な
内

容

の
整
理
に
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
文
は
、

三
乗
が
方
便

で
あ
り
、

一
乗

が
真
実
で
あ

る
こ
と
を
説

い
て

い
る
の
で
あ
る
が
、

三
乗
方
便

・
一
乗
真
実
は

『
法
華
経

』
の
経
文

か
ら
直
接

に
導
か
れ
る
表
現

で
あ
り
、
何

ら
目
新
し

い
も

の
で
は
な

い
。

と

こ
ろ
が
、

こ
の
文

に
は
、
よ
く
注
意
す

る
と
、
=

乗

実
相

の
理
」
と

い
う
表
現
が
見
ら
れ
、
『
法
華
経
』
に
説
か
れ

る

一
乗

を

「
実
相

の

理
」
と
同

一
視

し
て

い
る
こ
と
、
「
今

日
因
果
」
「
昔

日
因
果
」
と

い
う
表
現
が
見
ら
れ
、
三
乗
と

一
乗
と

の
対

比
を
因
果
と

い
う
視
点
か
ら
行

(
4

)

っ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ

る
。
「
実
相
之
理
」
と

は
、
実
相
を
理
と
表
現
し
た
も

の
で
あ

る
。
実
相
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
『
法
華
経
』
自

(
5

)

(
6

)

身

に
出

る
仏
教
用
語

で
あ
り
、
理
は
中

国
哲
学

の
概
念
で
、
中
国

の
仏
教
が
積
極
的

に
そ

の
教
学
形
成

に
取
り

入
れ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
理

は
、
次

の
引
用
に
あ

る
よ
う

に

「
教
」
と
相
対
的

な
概
念
と
し

て
用

い
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

方
便

の
義
と
は
、
是

れ
善
巧

の
能
な
り
。
此
れ
如
来

の
方
便
智
も
て
説
く
所

の
教

に
し
て
、
教
を
謡
づ
け
て
門
と
為
す
。
実
相
と
は
、
則

ち
是
れ
如
来

の
実
智
も

て
説
く
所

の
理
な
り
。

方
便
義
者
、
是
善
巧
之
能
。
此
如
来
方
便
智
所
説
教
、
謡
教
為
門
。
実
相
者

、
則
是
如
来
実
智
所
説
之
理
。
(同
前
)

と
あ

る
。
仏

の
方
便

智

に
よ

っ
て
説
か
れ
た
教
が
方

便

で
あ

る
三
乗

で
あ

り
、
仏

の
実
智

に
よ

っ
て
説
か
れ
た

理
が
実
相
と
規
定

さ
れ
て

い

る
。
三
乗

は
後
に
述

べ
る
よ
う

に
、
そ

の
根
拠
に
三
種
類

の
理
が
な

い
の
で
、
言
葉

で
表
現
さ
れ
た
教
と
だ
け
規
定

さ
れ
、
そ
れ

に
対
し
て

一

乗

は
そ

の
根
拠

に

一
理
が
あ

る
。

そ
こ

で
、

一
乗

は

「
一
乗
実
相

の
理
」
と
あ
る
よ
う

に
、

一
理
を
説

い
た
も

の
で
あ

る
と
規
定

さ
れ
て

い

る
。以

上

の
よ
う

に
、
方
便

品

の
注
釈

の
冒
頭

に
お

い
て
、
三
乗

・
一
乗

に
関
し

て
、
仏

の
権
智

(引
用
文
の
方
便
智
と
同
じ
)
と
実
智
と

い
う
視
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点
か
ら

の
解
釈
と
、
因
果
論

の
視
点

か
ら

の
解
釈
が
見
ら
れ
る
の
で
、
本
稿

で
は
、
第

一
節
に
お

い
て

一
乗
思
想
解
釈

の
構
造
に
お

い
て
重

要

な
契
機
を
な
す
権
智
と
実
智
と

の
二
智
に

つ
い
て
考
察

し
、
第

二
節

に
お

い
て
因
果
論

の
視
点

か
ら

の

一
乗
思
想
解
釈

に

つ
い
て
考
察
す
る
。

第

一
節

一
乗
思
想
解
釈
と
権
実

一
一智
論

(
7

)

法
雲

は
二
智

に

つ
い
て
、
(
1
)
「
名
義
を
解
釈
す
」
(
2
)
「
体
相
を
藪
明
す
」

(
3
)
「
名

に
通
別
有

る
を
明
か
す
」

(
4
)
「
用
に
興
廃
有

る
を
明
か
す
」

(
5
)
「
五
時

の
経
を
釈
会
す
る
が
故
に
二
智

の
不
同
を
辮
ず
」
と

い
う

五
項
を
設
け
て
集
中
的

に
論
じ
て

い
る
。
本
節

で
は
、

一
乗
思
想
解
釈

に
関
係

の
あ
る
第

一
項
、
第

二
項
を
順
に
考
察
す
る
。

(
1
)
「
名
義
を
解
釈
す
」

二
智

の
名
称

は
実
智
と
方
便
智
で
あ
る

こ
と
、
さ
ら
に
、
実
智
に
は
実
智
と
智
慧
と

の
二

つ
の
名
が
あ
る
こ
と
、
方
便
智
に
も
方
便
智
と
権

智
と

の
二

つ
の
名
が
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。

二
智

の
意
義

に

つ
い
て
は
、
ま
ず
方
便

は

「
善
巧

の
能
」
(巧
み
な
働
き
)
の
意
味

で
あ
り

、

「
聖
人

の
智

に
善
巧

の
用
有
る
」

こ
と
を
明
ら

か
に
す

る
も

の
で
あ

る
。
ま
た
、
別

の
解
釈
と

し
て
、
方

は

「
正
」

の
意
味

で
、
便
は

「
巧
」

の
意

味
で
あ
る

こ
と

が
紹
介

さ
れ
て

い
る
。
権

は

「
権
仮
暫
時
」
、

つ
ま
り
暫
定
的

一
時
的
な
仮

の
も

の
と

い
う
意
味

で
あ

る
と
し

て
い
る
。

方
便
智
と
権
智
と

は
同

一
の
智

で
あ

る
が
、
名
を

つ
け
る
仕
方
が
異
な
る

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

今
、
方
便
智
と
言
ふ
は
、
此
れ
は
是
れ
当
体

に
名
を
受
く
れ
ば
、
則
ち
聖
人

の
智

に
善
巧

の
能
有
る
を
明

か
す
な
り
。
権
智
と

は
、
此
れ

は
境

に
従

っ
て
名
を
得
。
何
を
以

て
か
之

れ
を
知

る
。
正
し
く
前

の
境

の
権
な
る
を
明
か
す
。
昔

の
三
乗
等

の
境
を
借
り

て
、
須
輿
に
転

な

じ

て

一
乗
を
成
ず
。
是

の
故
に
権
仮

に
し

て
実
な
ら
ず
。
然

る
に
智

は
此

の
権
仮

の
境
を
照
ら
す
。
今
、
境
を
挙
げ

て
智

に
目
つ
く
る
が

故
に
、
名
づ
け

て
権
と
為
す
な
り
。

今
言
方
便
智
者
、
此
是
当
体
受
名
、
則
明
聖
人
智
有
善
巧
之
能
也
。
権
智
者
、
此
従
境
得
名
。
何
以
知
之
。
正
明
前
境
権
。
借
昔
三
乗
等
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境
、
須
輿
転
成

一
乗
。
是
故
権
仮
不
実
。
然
智
煕
此
権
仮
之
境
。
今
挙
境
目
智
、
故
名
為
権
也
。
(
五
九
二
中
)

と
説
明
さ
れ
て

い
る
。

つ
ま
り
、
方
便
智

は
既
述

の
と
お
り
、
巧
み
な
働
き
を
意
味
す

る
の
で
、
聖
人
に
備
わ

る
巧
み
な
働
き
と
し

て
の
智
を

方
便
智

と
呼

ぶ

の
で
あ
る
。
そ

の
よ
う

な
聖
人

の
智

そ

の
も

の
の
性
格

が
方
便

(
こ
の
場
合
は
巧
み
な
働
き
の
意
味
)
と
規
定

さ
れ
、
し
か
も
方

便
智
と
名

づ
け
ら
れ
る

の
で
、
「
当
体

に
名
を
受
く
」
(
そ
の
も
の
自
身
に
対
し
て
名
づ
け
ら
れ
る
、
の
意
味
)
と

言
わ
れ

る
の
で
あ

る
。

一
方
、
権

智

は
智

の
対
境

(仏
教
用
語
で
、
認
識
の
対
象
の
意
味
)
に
従

っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
昔

の
三
乗
と

い
う
仮

の
対
境
を
知
る
智
な

の

で
、
権
智
と
名
づ

け
ら
れ

る
の
で
あ

る
。

次

に
、
智
慧
と
実
智
と

の
組
合
わ
せ

の
方

の
意
義

に

つ
い
て
は
、
智
慧

は

「
心
用
堕
照
」
(対
境
を
照
ら
し
見
る
心
の
働
き
)
と
さ
れ
、
実
智

は

「
虚
仮
」
が
な

い
と

い
う
意
味
と

さ
れ

る
。
智
慧
と
実
智
と

は
、
方
便
智
と
権

智
と

の
組
合
せ
と
同
様

に
同

一
の
智

で
あ
る
が
、
名
を

つ
け
る

仕
方

が
異
な
る

の
で
あ

る
。
智
慧

は
方
便
智
と

同
様

に

「
当
体

に
名
を
受
く
」
と
さ
れ
、
実
智
は
権
智
と
同
様

に
智

の
対
境

に
従

っ
て
名
づ
け

ら
れ
た
も

の
で
あ

る
。

つ
ま
り

、
智
慧
は
既
述

の
と
お
り
、
心

の
対
境
を
照
ら

し
見
る
働
き
と

い
う
意
味

で
あ
り
、
そ

の
働
き
そ

の
も

の
を
智

慧
と
名

づ
け
た

の
で
あ

る
。
実
智
は
、
「
今

の

一
乗

因
果

の
理

は
是
れ
天
下
の
真
実

の
定
境
な
り
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
真
実

の
対
境
を
知

る
智
慧

で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、
対
境

に
従

っ
た
名
づ
け
方
な

の
で
あ

る
。

要

す

る
に
、
方
便
智
と

智
慧

と

は

「
当
体

に
名
を
受
く

」
と

い
う
名
づ
け
方

で
あ
り
、
権
智
と
実
智
と
は
対
境

に
従

っ
た
名

づ
け
方

で
あ

る
。
後
者

の
名
づ
け
方

が
、
三
乗
と

一
乗
と

の
関
係

に

つ
い
て
の
何

ら
か

の
解
釈
を
予
想

さ
せ
重
要
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
点

は
次

の
第

二
項

に
至

っ
て
、

よ
り
重
層
的
な
構
造

の
も
と

に
考
察

さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
「
体
相
を
霰
明
す
」

こ

こ
で
は
権
智
と
実
智
と

の
体
に

つ
い
て

の
比
較
が
な
さ
れ
て

い
る
。
ま
ず
、
権
智
に

つ
い
て
は
、

方

便
智

の
照
ら
す
所

の
境

に
、
凡
そ
三
三
の
境
有
り
。

一
に
は
三
教
な
り
。
二
に
は
是
れ
三
機
な
り
。
三
に
は
三
人
な
り
。
此

の
三
三

の

境
を

照
ら
す
。
当
に
知

る

べ
し
、
此
の
智
は
是
れ
権
智

の
体
な
る
こ
と
を
。
昔

日
に
三
人
有
り
。
人
に
三
人
有
り
。
人

に
三
…機
有
り
。
三

!
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…機
は
三
を
感
ず
。
是

の
故

に
如
来

の
権
智
は
既
に
此

の
三
三
の
境
を
照
ら
せ
ば
、
即
ち
三
教
を
説
き
、
三
機

に
応
じ
、
三
人
を
化
す
。
是

も
つ

の
故

に
此

の
三
三
の
境
を
将

て
此

の
智
を
検
取
す
。
当

に
知
る

べ
し
、
此

の
三
三

の
境
を
照
ら
す

は
、
是
れ
方
便
智

の
体
な
り
。

方
便

智
所

照
之
境
、
凡
有

三
三
之
境

。

一
者

三
教
。

二
者
是

三
機
。

三
者

三
人
。
照
此
三
三
之
境
。
当
知
此
智
是
権
智
体
。
昔

日
有

三

人
。

人
有

三
人
Q
人
有

三
機
。

三
機
感

三
。
是
故
如
来
権
智
既

照
此

三
三
之
境
、
即
説

三
教
、
応
三
機
、
化

三
人
。
是
故
将
此

三
三
之

境
、
検
取
此
智
。
当
知

照
此
三
三
之
境
、
是
方
便
智
体
也
。
(五
九
二
下
-
五
九
三
上
)

と
あ

る
。
前
項
に
お

い
て
、
権
智
が
仮

の
対
境
を
照
ら
す
智

で
あ

る
こ
と

が
指
摘
さ
れ

て

い
た
が
、

こ
こ
で
は
、
そ

の
仮

の
対
境
が
、
よ
り
詳

し
く

「
三
三
の
境
」
と
明
か
さ
れ
て

い
る
。
内
容
は
、
三
教
、

三
機

、
三
人

で
あ
る
。
そ

の
内
容

に

つ
い
て
具
体
的
な
説
明

は
な

い
が
、
容
易

に
理
解

で
き
る
。
三
教
は
声
聞
乗
、
縁
覚
乗
、
菩
薩
乗

で
あ
り
、
三
機

は
、
仏

の
三
教
を
受

け
る
衆
生

の
側

の
構
え
、
あ
り
方

で
、
声

聞
乗
を

受

け
る

べ
き
あ
り
方
、
縁
覚
乗
を
受
け
る

べ
き
あ
り
方
、
菩
薩
乗
を
受

け
る
べ
き
あ
り
方
を
指
す
。
機
と

は
、
仏

・
菩
薩

の
応
現
、
教
化
を
求

め
、
か

つ
そ
れ
を
受

け
と
め
る
衆
生

の
側

の
構
え
、
あ
り
方
を
意
味
す
る
。
三
人
と
は
、
声

聞
、
縁
覚

、
菩
薩
で
あ

る
。
機
と
人
と
を
わ
ざ
わ

ざ

区
別
す

る
理
由
に

つ
い
て
は
、
次

の
よ
う

に
考
え

ら
れ

る
。
声
聞
、
縁
覚
、
菩
薩

の
三
人
は
、
そ

の
間
に
決
し
て
永
遠
に
変
化
し
な

い
固
定

的
な
差
別

が
あ
る

の
で
は
な
く
、
声
聞

の
機
、
縁
覚

の
機
、
菩
薩

の
機

が
あ

る
こ
と
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
た
区
別
に
す
ぎ
な

い
。

つ
ま
り
、

こ

の
機

の
変
化

に
と
も
な

っ
て
、
声

聞
が
菩
薩

に
な

っ
た
り
、
菩
薩
が
声
聞

に
な

っ
た
り
す
る

の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
『
法
華
経
』
信
解
品

の

窮
子

の
讐
喩
が
、
声
聞

に
お
け
る
大
乗

の
機

が
徐

々
に
成
長
し
て

い
き

、

つ
い
に
菩
薩
と
な

っ
て
成
仏
が
可
能
に
な
る
過
程
を
描

い
た
も

の
で

(
8

)

あ
る

こ
と
を
参
照
す

る

べ
き

で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
、
あ
く
ま
で
機
と
人
と

は
区
別
さ
れ

る
べ
き
な

の
で
あ

る
。
要
す

る
に
、
仏

の
権
智

は
、

声
聞
乗
、
縁
覚
乗
、
菩
薩

乗

の
三
乗
を
説
き
、

三
機

に
応

じ
、

三
人
を
教
化
す

る
智
な

の
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
h

こ
の
権
智

は
三
乗
、

三

…機
、
三
人
を
照
ら
し
見

る
働
き
を
持

つ
の
で
あ

る
。

一
方
、
実
智

の
対
境
は
教

一
・
理

一
・
機

一
・
人

一
の

「
四

一
の
境

」
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

実
智

の
照
ら
す
所

の
境
に
、
凡

そ
四
種
有
り
。

一
に
は
是

れ
教

一
な
り
。

二
に
は
是
れ
理

一
な
り
。
三
に
は
是
れ
機

一
な
り
。

四
に
は
是



法雲 『法華義記』における一乗思想の解釈について

 

9

れ
人

一
な
り
。
如
来

の
智

は
此

の
四

一
の
境
を
照
ら
す
を
明

か
す
。
此
れ

は
即
ち
是
れ
実
智
な
り
。
言
ふ
所

の
教

一
・
理

一
と

は
、
今

日
、
因
に
異
趣
無
く
果
に
別
従
無

し
と
唱

へ
明
か
す
。
然

る
に
真
実

の
義
は
、
其

の
理
に
二
莫
し
。
然

し
て
詮
ず

る
所

の
理
は
既
に

一
な

べ

れ
ば
、
能
詮

の
教
何

ぞ
是
れ

二
な
る
容

け
ん

や
。
復
た
機

一
と
言
ふ
は
、
法
華

の
座
席

の
時
衆
は
、

一
果
を
感
ず
る

の
機

の

一
な
る
も

の

有

る
な
り
。

人

一
と

は
、
昔

日

の
声

聞
、
縁
覚
等

の
人
、
今
日
皆

な
心
を
改
め

て
菩
薩
と
成

る
。
下

の
経
文

に
言
く
、
「
但
だ
諸
菩
薩
を

化
す

の
み
に
し
て
、
声
聞
弟
子
無

し
」
と
。
亦
た
言
く
、

一
人

に

一
機
有
り

て
、

一
教

・
一
理
を
感
ず
。
如
来
は

一
教
を
用

て

一
理
を
説

き
、

一
機
に
応

じ
、

一
人
を
化
す

る
な
り
。
是

の
故
に
如
来

の
智
慧
、
此

の
四

一
の
境
を

照
ら
す
は
、
即
ち
是
れ
実
智

の
体
な
り
。

実
智
所
照
之
境
、
凡
有
四
種

。

一
者
是
教

一
。
二
者
是
理

一
。
三
者
是
機

一
。
四
者
是
人

一
。
明
如
来
之
智
照
此
四

一
之
境
。
此
即
是
実

智
。
所
言
教

一
理

一
者
、
今

日
唱
明
因
無
異
趣
果
無
別
従
。
然
真
実
之
義
、
其
理
莫

二
。
然
所
詮
之

理
既

一
、
能
詮
之
教
何
容
是

二
也
。

復
言
機

一
者
、
法
華
座
席
時
衆
者

、
有
感

一
果
之
機

一
也
。
人

一
者
、
明
昔

日
声
聞
縁
覚
等
人
今
日
皆
改
心
成
菩
薩
。
下
経
文
言
、
但
化

諸
菩
薩
、
無
声

聞
弟
子
。
亦
言

一
人
有

一
機
感

一
教

一
理
。
如
来
用

一
教
説

一
理
応

一
機
化

一
人
也
。
是
故
如
来
智
慧

照
此

四

一
之
境
、

即
是
実
智
体
也

。
(
五
九
三
上
)

と
あ

る
。
「
因

に
異
趣
無
く

果
に
別
従
無

し
」
は

一
因

一
果
を
指

し
た
も

の
と
考
え

ら
れ
、
そ
れ
を

理

一
と
言
う

の
で
あ
ろ
う
。
後
に

「
此

の

実
智

は

一
因

一
果

の
理
を
説

き

天
下
深
妙
、
幽
微
、
難
知

の
理
を

言
ふ
」
(五
九
三
中
)、
「
今

日

の
王
城

の
説

は

一
因

一
果
実
相

の
理
を
明

か

す
」
(
五
九
三
下
)
と
あ

る
の
も
参

考
に
な
る
。
理
が

一
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る

べ
き
教
も

一
で
あ

る
。
前

に

「
一
乗
実
相

の
理
」

と

い
う
表

現
が
見
ら
れ
た
が
、
そ

の
考
え
を
適
用
す
れ
ば
、
理

一
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
が

一
乗

の
こ
と
で
あ
り
、
教

一
は
、
理

一
を
明
ら
か

に
す

る

一
乗
を
言
葉

で
説

か
れ
た
側
面
に
注
意
し

て
指
し
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
乗
は
理

一
と
教

一
と

の
二
面
を
有

す

る
。
機

一
は
、
仏
果
を
実
現
す

る
機
を
意
味
し
、
人

一
は
菩
薩
を
意
味
す

る
。
衆
生

の
側
か
ら
言
え
ば
、
菩
薩
と

い
う
仏
果
を
実
現
す
る

べ

き
…機
を
備
え
た
も

の
が
、
唯

一
の
教

・
理
を
受
け
と
め
、
仏

の
側

か
ら
言
え
ば
、
唯

一
の
教

に
よ

っ
て
唯

一
の
理
を
説
き
、
仏
果
を
実
現
す

べ

き
機

に
応

じ
て
、
菩
薩
を
教
化
す

る
の
で
あ

る
。
要
す

る
に
、
こ
の
よ
う

な
働
き
を
す

る
仏

の
智

の
側
面
を
実
智
と
呼
ぶ

の
で
あ

る
。
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権
智
と
実
智
と

の
対
境
を
比
較
す

る
と
、
教

・
機

・
人

の
三

つ
は
両
者
に
共
通

で
あ

る
が
、
実
智

の
対
境

の
理

一
に
対
し
て
、
権
智

の
対
境

に
は
決

し

て
理

三
は
説

か
れ

て

い
な

い
。

こ
の
問
題
に

つ
い
て
問
答

が
展
開
さ
れ
て

い
る
が
、
結
論
と
し

て
は
、
昔
、

三
乗
を
説

い
た
と
き

も
、
今
、

一
乗
を
説
く
と
き
も
、
理
は
終
始

一
貫
し

て
唯

一
で
あ
る
と

い
う

も

の
で
あ

る
。
昔
、
三
乗
を
説

い
た
と
き
に
三
理
が
あ

る
の
で
は

(
9

)

な
く

、
三
乗
を
借
り

て
、
今

日
の

コ

実

の
理
」
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。

こ
れ
を

要
す

る
に
、
法
雲

は

『法
華
経
』
に
お
け
る
三
乗
と

一
乗
と

の
関
係
と

い
う

問
題
を
、
仏

の
智

の
二
側
面
、
す
な
わ
ち
、
権
智
と
実

智
と

い
う
視
点
か
ら
解
釈

し
よ
う
と

し
た

の
で
あ

る
。
権
智
は
三
機
を
持

っ
た
三
入
に
対
し

て
三
乗
を
説
く
智

で
あ
り
、
実
智
は

一
機
を
持

っ

た

一
人
に
対

し
て
、
教

一
・
理

一
で
あ

る

一
乗
を
説
く
智

で
あ
る
。

三
機

・
三
人

は
最
終
的
に
は

一
機

・
一
人
に
転
換
し
、

そ
れ
に
対
し

て
、

一
乗
が
説
か
れ
る
。
昔
日

の
三
乗
は
、

一
乗
を
説
く
ま
で

の
暫
定
的

一
時
的
な
仮

の
存
在
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
法
雲

の
解
釈

の
特
色
を
改

め

て
取
り
挙

げ
る
と
、
三
乗
と

一
乗
を

い
ず
れ
も
仏

の
智
に
基
づ
く
も

の
と
し
た
こ
と
、
し
か
し
、

三
乗
は
権
智
、

一
乗
は
実
智
に
そ
れ
ぞ
れ

基
づ
く
も

の
と

し
て
、
三
乗
と

一
乗

の
成
立

の
根
拠
を
区
別
し
た
こ
と
、
実
智

の
対
境

で
あ

る
理

一
に
対
し
て
、
権
智

の
対
境
と
し

て
の
理
三

を
説
か
な

い
こ
と

に
よ

っ
て
、

三
乗

が
仮

の
存
在

で
あ
り
、
最
終
的
に
は
理

一
を
説
く

一
乗

の
前
に
お

い
て
消
え
去

る
も

の
で
あ
る

こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
こ
と
、
人
だ
け
で
な
く
、
機
を
取
り
挙
げ
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
衆
生
を
固
定
的

に
見
る

の
で
は
な
く
、
機

の
あ
り
方
に
よ

っ
て
変

化
す

る
存

在
と
し

て
捉
え

た
こ
と

(
こ
の
こ
と
は
そ
の
ま
ま
声
聞
が
菩
薩
に
転
換
し
て
成
仏
す
る
と
い
う

『法
華
経
』
の
中
心
思
想
に
合
致
す
る
)、
な
ど

が
注
目
さ
れ
る
。

第
二
節

一
乗
思
想
解
釈
と
因
果
論

す

で

に

引
用

し
た

文

に
見

ら

れ
た

コ

因

一
果

の
理
」

「
一
因

一
果

実
相

の
理
」

が

、

四

一
の
な

か

の
理

一
の
こ
と

で
あ

り

、

こ
れ

を

説

い

た

も

の
が

と
り

も

な

お

さ
ず

一
乗

の
こ
と

で
あ

る
。

こ

の
こ
と

は

、

「
理

一
の
中

に
就

い
て
、

開

い
て

二
種

と
為

す

。

因

一
、

果

一
な

り

。

然
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し
て
因
果

は
皆

な
是

れ
理
な
り
」
(
六
〇
三
上
)
と
具
体

的
な
指
摘
も
あ

る
。
ま
た
、
「
は
じ
め
に
」

で
引
用
し
た

「
今

日
因
果
」
「
昔

日
因
果
」

と

い
う

表
現
に
も
、

三
乗

と

一
乗
と

の
対

比
を

因
果
と

い
う
視
点

か
ら
行

っ
て

い
る
こ
と

が
見
ら

れ
る
。

こ

の
こ
と

に
着
目
し

て
、
本
節

で

は
、

一
乗
思
想
解
釈

に
お
け
る
法
雲

の
因
果
論
を
考
察
す
る
。
適
宜
、
項
目
を
分
け

て
論
述
を
進
め
る
。

(
1
)
教

判
に
お
け

る
因
果
論

法
雲
は

『
法
華
経
』
を
解
釈
す

る
に
あ
た

っ
て
、
因
果
論
を
最
も
重
視
し
た
。
法
雲
に
と

っ
て
は
、
む
し

ろ
仏
教

の
中
心
は
因
果
論
そ

の
も

の
で
あ

る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
か

っ
た

で
あ

ろ
う
。
こ
こ
で
言
う
因
果
と

は
、
仏
教

に
お
け
る
修
行
と

い
う
因
と
、
そ

の
修
行

の
結
果
実

現
さ

れ
る
べ
き
宗
教
的
理
想
と

い
う
果

の
こ
と

で
あ
る
。
仏
教
は
単
に
哲
学
、
理
論
に
と
ど
ま
る
も

の
で
は
な
く
、
修
行
と
、
そ

の
修
行

に
よ

っ
て
到
達
す
る

べ
き
目
標

が
あ

る
。
仏
教

の
な
か

の
哲
学
、
理
論
も
、

こ
の
修
行
と
目
標

の
た
め
に
形
成
さ
れ
た
も

の
な

の
で
あ
る
。

法
雲

は
実
際

に

『
法
華
義

記
』

の
冒
頭
に
お

い
て
釈
尊

一
代

の
教
化
を
整
理
し
、
そ

の
中

で
整
理

の
基
準
と
し
て
、

こ
の
因
果
論
を
用

い
て

い
る
。

こ
れ
は

『
法
華
経
』
自
身

が
釈
尊

一
代

の
教
化
を

三
乗
か
ら

一
乗

へ
と

い
う

図
式

で
整
理
し
て

い
る
こ
と
を
承
け
た
も

の
で
あ

る
が
、

法
雲
が
独
自

に
三
乗
、

一
乗
を

因
果
論

の
視
点
か
ら
捉
え
な
お
し

て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。

や
や
長
く
な
る
が
、
冒
頭

の
重
要
な
部
分
な

の

で
、
次

に
引
用
す

る
。

か
す

釈
迦
如
来

、
初

め
て
此

の
土
に
応
じ

て
、
乃
ち
長
迷
を
覚
悟
し
、
遠
く
極
聖

に
同
じ
か
ら

ん
と
欲
す
。
但
し
、
衆
生
は
宿
殖

の
善
微
か
、

さ

お
ほ

過
去

の
因
弱
き
を
以

て
、

五
濁
を

し
て
大
機
を
障

へ
、
六
蔽
を
し
て
其

の
慧
眼
を
掩

は
し
む
る
を
致
す
。
又
た
険
難
は
長
遠
に
し
て
生
死

や

い
た

は
無
際
な
り
。
是

の
故

に
頓

に

一
乗

の
因
果

の
大
理
を
明
か
す
可
か
ら
ず
。
事
巳
む
を
得
ざ

る
が
故

に
、
初
め
鹿
苑
に
詣
り

て
三
乗

の
異

じ
ん
ぜ
ん

あ

ん

ら

因
を
開
き

、
別

に
為

し
て
果

に
趣
く
を
指
す
。
是
く

の
如
く
荏
苺
と
し

て
大
品

に
至
り
、
教
を
明
か
し
人
を
度

し
、
篭
羅

に
法
を
説
き
道

ふ

を
弘

め
、
年
を

経
、
歳
を

歴
。
猶

ほ
異

因
別
果
を
明
か

し
、
物
機
を
長
養
す

る
が

ご
と

し
。
是

に
於

て
八
部

四
衆
、
年
を

積

み
て
聖
を

み

の
う
に
ち

観
、
嚢
日
福
を
修

し
、
遂
に

五
濁

の
障
を
し
て
軽
か
ら
し
め
、
大
乗

の
機
を

し
て
動
か
し
め
、
今

の
王
城
に
至
り

て
、
始
め

て
如
来
出
世

か
な

の
大
意
に
称
ひ
、

三
乗
定
執

の
心
を
破
し
、
莫

二
の
教

・
同
帰

の
理
を
關
揚
す
。
時
に
且
ら
く
権
を
往

日
に
廃
し
、
実
を
当
今
に
談
ず
。
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因
を

明
か
せ
ば
、

則
ち

万
善
を
収
羅
す

る
を
、

以
て

一
因
と
為
す
。
果
を
語

れ
ば
、
則
ち
復
た
上

の
数

に
倍
す

る
を
、

以

て
極
果
と
為

す
。

釈
迦
如
来
初
応
此
土

、
乃
欲
覚
悟
長
迷
遠

同
極
聖
。
但
以
衆
生
宿
殖
善
微
過
去
因
弱
、
致
使
五
濁
障
於
大
機
六
蔽
掩
其
慧
眼
。
又
険
難
長

遠
生
死
無

際
。
是
故

不
可
頓
明

一
乗
因
果
大
理
。
事

不
得
已
、
故
初
詣
鹿
苑
、
開
三
乗
異
因
、
指
別
為
趣
果
。
如
是
荏
暮
至
於
大
品
、
明

教
度
人
、
篭
羅
説
法

弘
道
、
経
年
歴
歳
。
猶
明
異
因
別
果
長
養
物
機
。
於
是

八
部
四
衆
積
年
観

聖
、
嚢

日
修
福
、
遂
令

五
濁
障
軽
大
乗
機

動
、
至
今
王
城
、
始
称
如
来
出
世
之
大
意
、
破
三
乗
定
執
之
心
、
聞
揚
莫
二
之
教
同
帰
之
理
。
干
時
且
廃
権
於
往
日
、
談
実
於
当
今
。
明

因
、
則
収
羅
万
善
以
為

一
因
。
語
果
、
則
復
倍
上
数
以
為
極
果
。
(
五
七
二
下
)

と
あ

る
。
因
果
論

に
注
目
し
て
、

こ
の
引
用
文
を
整
理
し
よ
う
。

こ
の
国
土

の
衆
生
は
未
成
熟

で
あ
る
た

め
、
急

に

一
乗

の
因
果

の
大
理
を
明

(
10

)

か
す

こ
と

が
で
き

な

い
の
で
、

や
む
を
得
ず
鹿
苑

に
お

い
て
三
乗

の
異
因
別
果
、
す
な
わ
ち
三
因
三
果
を
説

い
た
。
そ

の
後

の

『
大
品
般
若

経
』
や
篭

羅
に
お
け
る

『
維
摩
経
』
も
や
は
り
異
因
別
果
、
す
な
わ
ち
三
因
三
果
を
明
か
し
て
、
衆
生

の
機
を
成
熟
さ
せ
た
。
そ
し

て
、

つ
い

に
大
乗

の
機
が
発
動
、
成
熟

し
て
、
王
城

(
王
舎
城
の
こ
と
)
に
お

い
て

『
法
華
経
』
が
説
か
れ
た
。
『
法
華
経
』
は
当
然
、
最
初

に
説
く

こ
と

の
で
き

な
か

っ
た

一
乗

の
因
果

の
大
理
を

明
ら
か
に
し
た
も

の
で
、
そ

の
因
果
は
、
万
善

を

一
因
と
し
、
如
来
寿
量
品

に
説
か
れ
る
、
五
百
塵

(
11

)

点
劫

の
二
倍
あ

る
と
さ
れ

る
仏
寿

の
長
遠
と

い
う
究
極

の
果
を

一
果
と
す
る
と
規
定
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
『
法
華
経
』

の
三
乗
か
ら

一
乗

へ
と

い
う
整

理

の
図
式
に
基
づ

い
て
、
法
雲
は
三
因

三
果
か
ら

一
因

一
果

へ
と

い
う
教
判
思
想
を
提
示

し
た

の
で
あ

る
。

(
2
)
経

題
釈

に
お
け
る
因
果
論

こ
の
よ
う

な
因
果
論

に
基
づ
く
釈
尊

の
教
化

の
整
理
は
、
『
法
華
経
』

の
経
題
釈

に
も
適
用
さ
れ

て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
「
妙
法
蓮
華
経
」

の

(
12

V

「
法
」
が
因
果
を
意
味
す
る
も
の
と
解
釈

さ
れ
、
「
蓮
華
」
も
ま
た
妙
な
る
因
果
を
喩
え
た
も

の
と
解
釈
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
は
竺
道
生

の
経
題

(
13

)

釈
に
は
見

ら
れ
な
か

っ
た
法
雲
独
自

の
解
釈

で
あ
り
、
後

の
注
釈
家

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
こ
で
は

「
法
」
を
因
果
と
解
釈
す
る
点
を

考
察

す
る
。
法
雲
は

「
妙
法
」
に

つ
い
て
、
次

の
よ
う

に
解
釈

し
て

い
る
。
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そ

ふ
た

今
、
妙
法
と
三
口
ふ
は
、
妙

の
名
は
是
れ
麓
を
絶
す

る
の
奇

な
り
。
法
を
語
れ
ば
、
則
ち
因
果
双

つ
な
が
ら
談
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
昔

日
、

仏

は
偏

へ
に
六
度
を
行
ず

る
を
因
と
為

し
て
、
有
為

・
無
為

の
二
種

の
果
を
感
ず
。
若
し
無
為

の
果
を
論
ず
れ
ば
、
只
だ
分
段

の
結
使
を

断

じ
、
三
界

の
報

の
亡
び
る
を
之
れ
が
果
と
為
す
。
初
め
に
八
十
と
言
ひ
、
後
に
七
百
阿
僧
祇
世
に
住
す
と
言
ひ

て
、
己

の
得

る
所

を
以

こ
と
ユ
と

て
未
だ
聞

か
ざ

る
も

の
に
伝
化

し
、
小
小
物
を
益

し
、
有
為

の
果

の
用
を
作
す
。
然

る
に
此

の
因
、
此

の
果
は
未
だ
尽
く
極

の
美
と
為

さ

ひ
き

ず
、

之
れ
を
称

し
て
麓
と

日
ふ
。
今
日
、
因
を
明
か
す
は
、
万
善
を
総
括
し

て
同
帰

の
路
と
為

し
、
三
乗

の
行
人
を
将
ひ
て
五
百

の
瞼

難

を
度
り
、
遂

に
宝
所
に
到
ら

し
む
。
亦

た
二
種

の
果
有
り
。
三
界

の
内
外

の
両
因
を
断
絶
す
。
此
彼

の
二
報
を
滅
除
す

る
は
無
為

の
果

の

極

な
り
。
有
為

の
果

の
用
と
は
、
種
智

一
朗
、
仏
果
斉
明
な
り
。
理
も

て
之
れ
を
推
せ
ば

、
時

に
則
ち
応

に
無
余
浬
葉

に
入
り
、
寂
然

の

か

地
に
至
る

べ
し
。
但
し
大
悲

の
意
は
限
ら
ず
、
人
を
度
す

の
心

は
窮
ま
り
無
し
。
近
く

は
神
通

の
力
を
籍
り
、
遠
く
は
大
衆

の
万
行

の
感

か
ぎ

に
由
り
、
遂
に
能
く
金
剛
心
を
延
ば
し

て
世

に
留
住

し
、
寿
命
無
窮
に
し
て
物
を
益
す

こ
と
崖
り
無
し
。
故

に
能
く
常

に
三
界
の
中
に
応

じ
、
形
を
殊

に
し

て
六
道

の
内

に
入
り
、
色
を
見
、
声
を
聞
く
徒
を
し

て
莫

二
の
大
福
を
生
ぜ
し
む
。
是
れ
則
ち
因
は
衆
麓

の
名
を

絶

き
わ

し
、
果
は
唯
精

の
極
を
極
む
。
是

の
故

に
因
果

の
両
法
は
倶

に
称
し
て
妙
法
と
為
す
。

今
言
妙
法

者
、
妙
名
是
絶
麓
之
奇
。
語
法
、
則
因
果
双
談
。
何
者
昔
日
仏
偏
行
六
度
為
因
、
感
有
為
無
為

二
種
之
果
。
若
論
無
為
果
、
只

断

分
段
結
使
、

三
界
報
亡
為
之
果
。
初
言

八
十
、
後
言
七
百
阿
僧
祇
住
世
、
以
己
所
得
伝
化
未
聞
、
小
小
益
物
、
作
有
為
果
用
。
然
此
因

此
果
未

尽
為
極
之
美

、
称

之
日
麓

。
今

日
明
因
、
総
括
万
善
、
為
同
帰
之

路
、

将
三
乗

行
人
、
度

五
百
瞼
難
、
遂

到
宝
処
。
亦
有

二
種

果
。
断
絶
三
界
内
外
両
因
、
滅
除
此
彼

二
報
、
無
為
果
極
。
有
為
果
用
者
、
種
智

一
朗
、
仏
果
斉
明
。
理
而
推
之
、
干
時
則
応
入
無
為
浬

桀

至
寂
然

之
地
。
但
大
悲
之
意
不
限
、
度
人
之
心
無
窮
、
近
籍
神
通
之
力
、
遠
由
大
衆
万
行
之
感
、
遂
能
延
金
剛
心
、
留
住
於
世
、
寿
命

無
窮
、
益

物
無
崖
。
故
能
常
応
在
三
界
之
中
殊
形
入
六
道
之
内

、
使
見
色
聞
声
之
徒
生
莫

二
之
大
福
。
是
則
因
絶
衆
麓
之
名
、
果
極
唯
精

之
極
。
是
故
因
果
両
法
倶
称
為
妙
法
。
(
五
七
二
下
-
五
七
三
上
)

と
あ

る
。
妙
は
麓
と
相
対
的
な
概
念

で
、
法

の
形
容
語
で
あ

る
。
法

は
因
果

の
二
法
を
意
味
す

る
。
し
た
が

っ
て
、
妙
法
と
は
、
妙
因
妙
果
と
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(
14

)

い
う
意
味

で
、
換
言
す
れ
ば
、
因
も
妙
、
果
も
妙
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。

こ
の

『
法
華
経
』

の
因
果
に
比

べ
る
と
、
昔

日
の
教
え

に
示
さ
れ
る

因
果
は
、
鹿
な
る
因
と
麓
な
る
果

で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
六
波
羅
蜜

の
修
行
を
因
と
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
実
現
さ
れ
る
果
に
有
為

の
果
と
無

為

の
果
と
が
あ

る
。
無
為

の
果
は
三
界
内

の
分
段

の
生
死
を
滅
す

る
こ
と

で
、
有
為

の
果

の
用

は
八
十
歳
、
あ
る

い
は
七
百
阿
僧
祇

の
問
、
こ

の
世
に
と
ど
ま

っ
て
衆
生
を
救

済
す

る
働
き
を

い
う
。

こ
れ
ら

の
因
果
は
ま
だ
究
極
的
で
は
な

い
と
規
定

さ
れ

る
。

こ
れ
に
対

し
て
、
『
法
華

経
』

の
妙
因
は
、
万
善
を

一
因
と
な
し

て
、
衆
生
を

五
百
由
旬

の
瞼
難

の
道
を
越
え
、
宝
処
に
到
着
さ
せ
る
も

の
で
あ
り
、
妙

果
は
三
界

の
内

外

の
生
死

(分
段
の
生
死
と
不
思
議
変
易
の
生
死
)
を
滅
す

る
無
為

の
果
と
、
無

限

の
慈
悲

の
た

め
に
、
神
通
力
に
よ

っ
て
寿

命
を
延
長
し

て
三

界

の
衆
生
を
救
済
す

る
有
為

の
果

の
用
と

で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
因
果

の
二
法
が
妙
法
と
呼
ば
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
三
乗
と

一
乗

の
全
体
的
な
比
較

で
は
な
く
、
三
乗

の
な
か

の
菩
薩
乗
と

『
法
華
経
』

の
仏
乗
と

の
優
劣

比
較
が
な
さ
れ

て

い
る
こ

と
が
分
か

る
。
法
雲

は
三
乗

の
な
か

の
菩
薩
乗
と
仏
乗
と
を
異
な

る
と
解
釈
す
る
、

い
わ
ゆ
る
三
車
家
に
属
す
る
。
次
項
に
お

い
て
も
、
比
較

さ
れ
る
対
象
は
、
菩
薩
乗
と
仏
乗
と

で
あ

る
。

(
3
)
昔

日
の
因
果
と
今
日
の
因
果

の
三
点

に
わ
た
る
比
較

以
上

の
よ
う

に
、
昔

日
の
麓

因
麓
果
と

『
法
華
経

』
の
妙
因
妙
果
と
が
比
較
さ
れ
て

い
る

の
で
あ

る
が
、

こ
れ
に

つ
い
て
法
雲

は
さ
ら
に
詳

し
く
論
じ

て

い
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
、

今
、
妙
法

と
言

ふ
は
、
是
れ

因
果
相
待

の
名

な
り
。
昔
に
対
し

て
論
を
為
せ
ば
、
昔

日

の
因
果

は
倶

に
麓
、
今

日

の
因
果

は
倶

に
妙

な

つ
ぷ

り
。
先

に
両
因
を
明
か
し
、
後

に
二
果
を
辮
ず

。
相
待

の
名
な
り
。
但

し
今
日
、
妙
と
称
す

る
は
、
備
さ
に
三
義
有
り
。
昔

日
、
麓
と
称

す
る
も
亦

た
備
さ

に
三
義
有
り
。
今

日
、
三
義
を
備
ふ
と
三
口
う
は
、

一
に
は
、
今

日
の
因

の
体
長
き
が
故
に
妙
と
称
し
、
即
ち
昔

日
の
因

の
体
短
き

が
故

に
麗
と
称
す

る
に
対
す

る
を
明

か
す
。
二
に
は
、
今

日
の
因

の
義
広
き
が
故

に
妙
と
称
し
、
即
ち
昔

日
の
因

の
義
狭
き

が

故
に
麓
と
称
す

る
に
対
す

る
を
明
か
す
。
三
に
は
、
今
日

の
因

の
用
勝

る
が
故

に
妙
と
称

し
、
即
ち
昔

日
の
因
の
用
劣
る
が
故

に
麓

と
称

す
る
に
対
す

る
を
明
か
す
。
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今
言
妙
法
者
、
是
因
果
相
待
之
名
。
対
昔
為
論
、
昔

日
因
果
倶
麓
、
今

日
因
果
倶
妙
也
。
先
明

両
因
、
後
辮

二
果
。
相
待
之
名
。
但
今

日

称
妙
、
備
有
三
義
。
昔

日
称
麓
、
亦
備
三
義
。
言
今

日
備
三
義
者
、

一
明
今

日
因
体

長
故
称
妙
、
即
対
昔

日
因
体
短
故
称
麓
。

二
者
明
今

日
因
義
広
故
称
妙
、
即
対
昔

日
因
体
短
故
称
麓
。
三
者
明
今
日
因
用
勝
故
称
妙
、
即
対
昔

日
因
用
劣
故
称
妙
。
(
五
七
三
上
)

と
あ
り
、
昔
日

の
因
と
今

日

の
因
と

の
比
較
を

三
点
か
ら
行

っ
て
い
る
。
そ

の
内
容
を
簡
潔
に
整
理
す

る
。
第

一
の
因

の
体

の
長
短

に

つ
い
て

は
、
昔

日

の
因
は
三
界
内

の
修

行
だ
け

で
あ
り

(短
)、
今

日
の
因
は
三
界
内
外

の
修
行
、
万
善
を
指
し

て
い
る

(長
)。
第

二

の
因

の
義

の
広

狭

に

つ
い
て
は
、
昔

日

の
因
は
六
波
羅
蜜

の
修

行
だ
け
を
意
味

し

(狭
)
、
今

日

の
因

は
あ
ら
ゆ
る
善
、
福
を
す

べ
て
修
行
す
る

(
広
)
。
第

三

の
因

の
用

の
勝
劣

に

つ
い
て
は
、
昔

日
の
因
は
四
住
地

の
煩
悩
を
滅
す
る
だ
け
で
、
無
明
住
地

の
煩
悩

に
ま

で
及
ば
な

い

(劣
)
が
、
今

日
の

因
は
四
住
地

の
煩
悩
だ
け

で
な
く
、
無
明
住
地

の
煩
悩
ま
で
も
滅
す

る

(勝
)。

次
に
、
昔

日
の
果
と
今

日
の
果
と

の
比
較
を
や
は
り
三
点
か
ら
行

っ
て

い
る
。
引
用
は
割
愛

し
、
内
容
を
整
理
す

る
。
第

一
点
は
果

の
体

の

長
短
で
あ

る
。
昔

日
の
果
は
仏
寿
が
八
十
歳
、
あ

る

い
は
七
百
阿
僧
祇
と

い
う
短
寿

で
あ

り
、
今

日
の
果

は
五
百
塵
点
劫

の
二
倍
あ

る
と
さ
れ

る
長
遠
な
る
仏
寿

で
あ

る
。
第

二
点

は
果

の
義

の
広
狭
で
あ
る
。
昔

日
の
果
と
今

日
の
果

の
う
ち
、
無
為
果

に

つ
い
て
は
昔

日
は
分
段

の
生
死

だ
け
を
滅
す

る
不
完
全
な
も

の
で
あ

り
、
今

日
は
分
段

の
生
死
と
不
思
議
変
易

の
生
死

の
二
種

の
生
死
を
滅
す
る
完
全
な
も

の
で
あ

る
。
有
為

果

に

つ
い
て
は
、
昔

日
は
功
徳

も
智
慧
も
ま
だ
不
十
分

で
あ
る
。
功
徳

は
慈
悲

が
三
界
内

の
衆
生
だ

け
に
及

び
、

三
界
外

の
衆
生
に
及
ば

な

い
。
智
慧

は
有
量

の
四
諦
を
照
ら
す
だ
け
で
、
無
量

の
四
諦
を
照
ら
さ
ず
、
ま
た
、
三
因
三
果
を
照
ら
す
だ

け
で
、

一
因

一
果
を
照
ら
さ
ず
、

尽
智
と
無
生
智
だ
け
が
あ

る
。
今

日
の
有
為
果
は
、
功
徳
に

つ
い
て
は
三
界
内
外

の
衆
生

に
広

く
慈
悲
が
及
び
、
智
慧

に

つ
い
て
は
有
量

の
四

諦
、
無
量

の
四
諦
を

照
ら

し
、
ま
た
、

一
因

一
果
を
照
ら
す
。
第
三
点

は
果

の
用

の
勝
劣

で
あ

る
。
昔
日

の
果
は
多
少

の
説
法

が
あ
る
だ

け
で

劣

る
が
、
今

日
の
果
は
た
だ
霊
鷲
山

の
み
で
は
な
く
、
広
く
十
方

に
分
身

し
て
、
神
通
力

に
よ

っ
て
衆
生

を
救
済
す
る
点

で
勝

れ
る
。

こ

の
よ
う

に
、
昔

日
の
因
果
と
今

日

の
因
果
と
を
三
点

か
ら
比
較
し
、
麓
妙
を
判
定
し
た

の
で
あ

る
が
、
『
法
華
義

記
』
に
は
、
さ
ら

に
別

の
解
釈
が
紹
介

さ
れ

て
い
る
。

そ

の
解
釈
も
今

日
の
因
と
果
に
そ
れ
ぞ
れ
三

つ
の
優
れ
た
点
が
あ
る
と

い
う
。
は
じ
め
に
因

に

つ
い
て
は
、
体
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広

、
位
長
、
用
高

の
三
点
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
体
高

は
五
乗

の
す

べ
て
の
善
を
因

の
体
と
す

る
こ
と
で
あ
り
、
位

長
は
発
心
か
ら
金
剛
心
ま

で

(菩
薩
の
位
の
出
発
点
か
ら
最
高
位
ま
で
)
五
百
由
旬

の
瞼
悪

の
道
を
治
す

こ
と

で
あ
り
、
用
高

は
五
百
由
旬
を

越
え

た
果
を
招
く

因

の
こ
と

で
あ

る
。
次
に
、
果
に

つ
い
て
は
体
広
、
用
長
、
位
高

の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
体
広
は
、

一
切
衆
生

の
成
仏
を
説
く

こ
と
と
、

五
乗

の

す

べ
て
の
善

が
仏
果
に
直
結
す
る
こ
と
と
を
説
く
功
徳

の
面
と
、

一
乗

の
因
果
を
照
ら
す
智
慧

が
あ

る
と

い
う
智
慧

の
面
と
を
意
味
す
る
。
用

長
は
、
神

通
力

に
よ

っ
て
衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
し
て
、
無
量
劫

の
間

こ
の
世

に
住
す

る
こ
と
を
指
す
。
位
高
は
、
果
が
五
百
由
旬
を
越
え

た

も

の
で
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。

(
4

)
『
法
華
経
』
と
因
果
論

法

雲

は
、
経
典

の
宗
旨

に

つ
い
て
、
因
を
宗
旨
と
す

る
経
、
果
を
宗
旨

と
す
る
経
、

因
果
を
宗
旨
と
す

る
経

の
三
種
類
あ

る
こ
と
を
明

か

し
、
『
法
華
経
』

の
場
合
は
、
第

三
の
因
果
を
宗
旨
と
す

る
経

で
あ

る
こ
と
を
指
摘

し
て
、

今
、
此

の
法
花
は
、
則
ち
因
果
を
以

て
宗
と
為
す
。
安
楽
自
り

の
前

は
開
三
顕

一
し
て
、
以
て
因

の
義
を
明
か
す
。
踊
出
自
り

の
後

は
開

近
顕
遠
し
て
、
以

て
果

の
義
を
明
か
す
。

今
此
法
花
、
則
以
因
果
為
宗
。
自
安
楽
之
前
開
三
顕

一
、
以
明
因
義

。
自
踊
出
之
後
開
近
顕
遠
、
以
明
果
義
。
(五
七
四
中
)

(
15

)

と
述

べ
て

い
る
。
そ
し

て
、
さ
ら
に
序
説

・
正
説

・
流
通
説

の
い
わ
ゆ
る

一
経

三
段
と
こ

の
因
果
論
と

の
具
体
的
な
関
係
が
説
か
れ
て

い
る
。

序
説

は
正
説

の
縁
由

で
あ

っ
て
、
因
果
と

の
直
接

の
関
係
は
な

い
。
し
か
し
、
序
品

の
瑞
相

の
解
釈

に
お

い
て
は
、
「
将
に

一
因

一
果

の
理
を

顕
説

せ
ん
と
欲
し

て
、
三
乗

の
行
人
同
じ
く
成
仏
に
帰
す

る
を
明
か
す
」
(
五
八
二
中
)、
「
此

の
光
密

か
に

一
因

一
果

の
解
を
表
す
を

明
か
さ
ん

ま

レさ

と
欲

す
」
(五
八
三
上
)、
「
在
眉
間
と

は
、
亦

た
密

か
に

一
乗

の
因
果

は
是
れ
中
道

の
理
な

る
を
表
す
」
(
同
前
)、
「
今

的
し
く
東
方
を
明

か
す

は
、
此

の

一
方
を
借
り

て

一
因

一
果
を
表
す
な
り
」
(同
前
)
な
ど
と
、

一
因

一
果
と

の
関
係
を
し
ば
し
ば
指
摘
し

て
い
る
。

(
16

)

正
説

は
、
方
便
品
第

二
か
ら
分
別
功
徳
品
第

十
七

の
格
量
偶
ま

で
の
十

四
品
半

(提
婆
達
多
品
は
含
ま
れ
な
い
)
の
段
落

で
あ
り
、

こ
こ
に
因

果

が
説
か
れ

る
。
そ
し

て
、

こ
の
正
説

が
さ
ら
に
二
段

に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
因
と
果
と
が
説
か
れ
る
の
で
あ

る
。
直
前

の
引
用
と

や
や
重
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複
す

る
が
、
正
説
を

二
段
に
区
切

る
こ
と
が
説
か
れ

て
い
る
文
を
引
用
す
る
。
す
な
わ
ち
、

正
宗

の
中

に
両
段
有
り
と

は
、
但
し
此
の
経
は
ロ
ハだ

因
果
を
以

て
宗
と
為
す
。
是

の
故

に
第

一
に
方
便
品
以

下
、
安
楽
行
品
を
尽
く
す
ま

で
十

二
品

の
経
有
り

て
、
正
し
く
開
三
顕

一
し

て
、

以

て
因

の
義
を

明
か
す
。
蓮

の
家

の
花

に
讐

ふ
る
な
り
。
第

二
に
踊
出
品
従
り

以

下
、
分
別
功
徳
品

の
中

の
弥
勒
、
偶
頒
を
説
き
、
仏

の
長
行
に
寛

る
以
来
、
凡
そ
両
品
半

の
経
有

る
を
、
謡
づ
け

て
開
近
顕
遠

し
て
、
以

て
果

の
義
を
明

か
す
と
為
す
。
花

の
家

の
蓮

の
若
き

に
喩

ふ
。
前

に
因

の
義
を
辮
じ
、
後

に
果

の
宗
を
明
か
す
。
然
れ
ば
則
ち
因
果
双

つ

な
が
ら
説
く

は
、
経

の
正
体

な
り
。

正
宗

中
有

両
段
者
、
但
此
経
只
以
因
果
為
宗
。
是
故
第

一
方
便
品
以
下
尽
安
楽
行
品
、
有
十

二
品
経
、
正
開
三
顕

一
、
以
明
因
義
。
讐
蓮

家
之
花
也
。
第

二
従
踊
出
品
以
下
寛
分
別
功
徳
品
中
弥
勒
説
偶
頒
仏
長
行
以
来
、
凡
有
両
品
半

経
、
銘
為
開
近
顕
遠
以
明
果
義

。
喩
若
花

家
之
蓮

。
前

辮
因
義
、
後
明
果
宗
。
然
則
因
果
双
説
、
経
之
正
体
也
。
(五
七
五
上
-
中
)

と
あ

る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
方
便
品
か
ら
安
楽
行
品
ま

で
は
因

の
義
を
明
か
す
段
落

で
、
踊
出
品
か
ら
分
別
功
徳
品

の
格
量
偶
ま

で
が
果
を
明

か
す
段
落

で
あ

る
。

ま

流

通
説

に

つ
い
て
は
、

「
此

の

一
乗

の
因
果

の
妙
法
を

し

て
遠
く
未

聞

に
播
き
、
千
歳
絶

へ
ざ

ら

し
む
」
(
五
七
五
上
)
と
述

べ
ら
れ

て

い

る
。
す
な
わ
ち
、
正
説
段

で
明
ら
か
に
さ
れ
た

一
因

一
果

の
妙
法
を
流
通
す

る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
を
要
す

る
に
、
法

雲
は

『
法
華
経
』

の
経

題
が
妙
因
妙
果
を
意
味
す

る
こ
と
を
踏
ま
え

、
こ
の
妙
因
妙
果
と

『
法
華
経
』
以
前

の
教
え

の
昔

日
の
麓
因
麓

果
と
を
比
較
対
照
し
、

こ
れ
を
釈
尊

の

一
代

の
教
化

の
整
理
に
も
適
用
し
て

い
る
。
さ
ら

に
、
『
法
華
経

』

の
妙
因
妙
果

は

一
因

一
果
と
も

言
わ
れ
、

こ
れ
が
と
り

も
な
お
さ
ず

一
乗

の
内
実

で
あ

る
。
そ
し
て
、
『
法
華
経
』

の
構
成

に
お

い
て
、

こ
の

一
因

一
果
が
ど

の
よ
う

に
説
き
示
さ

れ
て

い
る
か
を
、
そ

の
分
科

に
お

い
て
明
ら
か
に
し

て
い
る
の
で
あ

る
。

17
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む
す
び

第

一
節

で
は
、
『
法
華
経
』

に
説
か
れ

る
三
乗
と

一
乗
を
、
仏

の
権
智
と
実
智
と
に
基
礎
づ
け
た
上
で
、
両
者

の
相
違

を
明
確

に
し
た
。
権

智

は
三
三

の
境
を
対
境
と
す

る
も

の
で
、
実
智
は
四

一
の
境
を
対
境
と
す
る
と
規
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
三
乗

は
三
機
、
三
人

に
対
し
て
説
か

れ
た

三
教

で
あ

る
こ
と
、

一
乗
は

一
機
、

一
人
に
対
し
て
説
か
れ
た

一
教

・
一
理

で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
第

二
節

で
は
、
と
く

に

四

一
の
境

の
な
か

の
理

一
を

一
因

一
果

の
理
と
規
定

す
る
法
雲

の
解
釈

に
基
づ

い
て
、
『
法
華
経
』

の

一
乗

思
想

の
内

実
が

一
因

一
果

で
あ

り
、

『
法
華
経
』
以
前

の
昔

日

の
因
果
と

の
相
違
を
考
察

し
た
。

こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
法
雲

の
教
判
思
想

に
お
け
る

『法
華
経
』

の
位

置

づ
け
で
も
あ

る
。

こ

の
よ
う

に
見

て
来

る
と
、

一
乗
は
単
に
方
便
品

に
説
か
れ
る
だ
け

の
も

の
で
は
な
く
、
『
法
華
経
』
全
体

に
説
か
れ

る

も

の
で
あ

る
。

こ
の
こ
と
は

『
法
華
経

』
の
分
科

の
中
に
示
さ
れ
て

い
た
。

一
乗
が
因

一
だ
け

で
な
く
果

一
を
も
指
す

の
で
あ

る
か
ら
、

こ
の

こ
と

は
当
然
と
も
言
え

る
。
序
説

で
も
、
瑞
相

の
密
か
に
表
現
す
る
も

の
は

一
因

一
果

の
理
と
さ
れ
、
正
説

の
第

一
段
落
は
因

一
を
明
か
し
、

第

二
段
落
は
果

一
を
明
か
す
も

の
と
規
定

さ
れ
、
流
通
説
は

一
因

一
果

の
理
を
流
通
す
る
と
規
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
法
雲
が

一
因

一

果
を
経
題

の

「
法
」

の
中
に
読

み
取

っ
た
こ
と
も
看
過
で
き
な

い
。

こ

の
よ
う

に
、
法
雲

の

一
乗
思
想
解
釈

は
因
果
論

の
視
点

か
ら
な
さ
れ
て
お
り
、
そ

の

一
因

一
果

の
理
は
仏

の
実
智
に
お

い
て
基
礎
づ

け
ら

れ

て
い
る

の
で
あ

る
。
ち
な

み
に
、

一
因

一
果

に

つ
い
て
は
、
「
果

一
を
明

か
す
と
は
、
即
ち
昔

日
の
三
果
を
会

し
て
、
終
に
今

日

の

一
果
を

成
ず
。
…
…
因

一
を
明
か
す
と
は
、
即
ち
昔

日
の
三
乗
人

の
行
ず
る
所

の
行
は
只
だ
是
れ

一
因

の
み
な

る
を
会

し
て
、
以
て

一
仏
果
に
対
す
」

(六
〇
三
上
)
と
説

明
さ
れ

て

い
る
。

つ
ま
り
、
昔

日

の
声

聞
、
縁
覚
、
菩
薩

の
修
行

の
三
因
が
最
終
的
に

一
仏
果
を
成
ず

る

一
因
と
な

る
こ

と

、
阿
羅
漢
、
縁
覚
、
仏
と

い
う
昔

日
の
三
果
は
最
終
的
に

一
仏
果
と

な
る
こ
と
を
言
う
。

こ
の
よ
う
な

『
法
華
経
』

の
思
想

の
理
解

は
、
竺

(
17

)

道
生

の

『
法
華
経
』

の
三
段
落

の
分
科

に
す

で
に
示
さ
れ

て
い
る
こ
と

で
あ

っ
た
。
法
雲
は
経
題

の

「
法
」

の
中

に
、
釈
尊

一
代

の
教
化
を
整



理
し
、
『
法
華
経

』

の
思
想
を
正
確

に
表

現
す
る
と

こ
ろ
の
因
果
論
を
見

い
だ
し
、

に
よ

っ
て
、
改
め

て
道
生

以
来

の
解
釈

を
展
開
し
た

の
で
あ
る
。

ま
た
、
因
果
論
を
支
え
る
仏

の
権
実

二
智
論
を
説
く

こ
と

法雲 『法華義記』における一乗思想の解釈について19

注(
1
)

『
法
華
経
』
序
品
、
「為
求
声
聞
者
、
説
応
四
諦
法
、
度
生
老
病
死
、
究
寛
浬
桑
。
為
求
辟
支
仏
者
、
説
応
十
二
因
縁
法
。
為
諸
菩
薩
、
説
応
六
波
羅

蜜
、
令
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
成

一
切
種
智
」
(大
正
九

・
三
下
)
を
参
照
。

(2
)

『
法
華
経
』
方
便
品
、
「
諸
仏
如
来
但
教
化
菩
薩
。
諸
有
所
作
常
為

一
事
。
唯
以
仏
之
知
見
、
示
悟
衆
生
。
舎
利
弗
。
如
来
但
以

一
仏
乗
為
衆
生
説

法
。
無
有
余
乗
若
二
若
三
」
(同
前

・
七
上
-
中
)、
「
十
方
世
界
中
、
尚
無
二
乗
。
何
況
有
三
」
(同
前

・
七
中
)、
「諸
仏
以
方
便
力
於

一
仏
乗
分
別
説

三
」

(同
前
)、
「諸
仏
如
来
言
無
虚
妄
、
無
有
余
乗
、
唯

一
仏
乗
」
(同
前

・
七
下
)、
「但
以

一
乗
道
教
化
諸
菩
薩
、
無
声
聞
弟

子
」
(同
前

・
一
〇

中
)
な
ど
を
参
照
。

(
3
)

『妙
法
蓮
花
経
疏
』
巻
上
、
「若
云

一
乗
品
者
、
理
似
可

一
。
故
言
方
便
、
乃
表
絶
歎
之
致
　
」
(続
蔵

一
ー

二
乙
ー

二
三
-

四

二
二
九
七
右
上
)
を

参

照
。

(4
)

「
実
相
者
、
四

一
之
中
是
理

一
」
(
大
正
三
三

・
五
九
六
下
)
を
参
照
。
理

一
に

つ
い
て
は
、
本
論

の
後
に
出
る
。

(
5
)

『法
華
経
』
序
品
、
「今
仏
放
光
明
、
助
発
実
相
義
」
(大
正
九

・
五
中
)、
方
便
品
、
「唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽
諸
法
実
相
」
(
同
前

・
五
下
)
な
ど
を
参

照
。

(6
)

拙
稿

「
『
大
般
浬
桑
経
集
解
』
に
お
け
る
道
生
注
」
(
『
日
本
仏
教
文
化
研
究
論
集
』
五
、

一
九
八
五
年
三
月
)、
「道
生
撰

『妙
法
蓮
花
経
疏
』
に
お

け
る

『
理
』
の
概
念
に

つ
い
て
」
(『創
価
大
学
人
文
論
集
』
三
、

一
九
九

一
年
三
月
)
を
参
照
。

(
7
)

大
正
蔵
本
に
は

「覆
明
」
と
あ
る
が
、
覆
は
お
お
う

の
意
味

で
あ
る
か
ら
、
覆
明
と

い
う
熟
語
は
意
味
を
な
さ
な

い
。
お
そ
ら
く
藪
明
、
す
な
わ
ち

明
ら
か
に
す
る
の
意
味
、
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
『法
華
義
記
』
巻
第
四
に
、
「覆
明
索
車
義
」
(大
正
三
三

・
六

一
九
上
)
と
あ
る
が
、
同
じ
句
を
繰

り
返
す
所
で
、
「
藪
明
索
車
義
」
(
同
前

・
六
二
〇
上
)
と
あ
る
の
を
参
照
。
覆
と
藪
と
は
字
体
が
似

て
い
る
の
で
誤

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
8
)

拙
稿

「
『法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
解
品

の
讐
喩
解
釈
に

つ
い
て
」
(『創
価
大
学
人
文
論
集
』
創
刊
号
、

一
九
八
九
三
月
)
を
参
照
。

(
9
)

「
間
者
言
、
実
智
所
照
之
境
乃
有
四

一
、
則
長
有
理

一
。
説
権
智
所
照
之
境
、
便
応
有

四
三
。
今
者
何
故
無
有
三
理
、
只
有
三
三
也
。
解
釈
者
言
、

昔

日
若
有

三
理
者
、
便
応
是
実
有
三
。
何
謂
於

一
仏
乗
方
便
説
三
。
故
知
昔
日
教
下
無
有
三
理
。
…
…
」
(大
正
三
三

・
五
九
三
上
)、
「
解
云
、
応
衆

生
実
有

三
機
、
昔
日
実
有
三
教
、
実
無
三
理
。
但
昔

三
教
為
詮

一
理
。
昔

日
既
未
得
説

一
実
之
理
、
是
故
仮
三
乗
言
教
、
遠
詮
今
日

一
実
之
理
」

(同
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前
)
を
参
照
。

(
10
)

三
乗
を
因
果
論

の
視
点
か
ら
、
三
因
三
果
と
表
現
す
る
こ
と
は
、
「
但
昔
日
三
乗
人
執
昔
日
三
因
三
果
」
(
五
八
七
下
)
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
声
聞
、

縁
覚
、
菩
薩

の
三
因
と
、
阿
羅
漢
、
縁
覚
、
仏
の
三
果
の
こ
と

で
あ
る
。
縁
覚
は
因
位
と
果
位
を
区
別
す
る
名
称
が
な

い
の
で
、
共
通

の
言
葉
を
用

い

る
。

(
11
)

『法
華
経
』
の
仏
身
が
五
百
塵
点
劫
の
二
倍
の
寿
命
を
持

っ
て
い
て
も
、
所
詮
有
限
の
寿
命

で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
、
無
常

の
存
在

で
あ
り
、
『
浬
葉

経
』
の
常
住

の
仏
身
と
は
異
な
る
、
と
解
釈
す
る
の
が
法
雲

の
特
色
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
後
代

の
注
釈
家
、
た
と
え
ば
吉
蔵

や
智
顕

の
批
判

の
対
象

と
な

っ
た
。
拙
稿
、
「中
国
法
華
思
想
を
め
ぐ

っ
て
1

仏
性
と
仏
身
常
住

の
問
題
1

」
(『
東
洋
学
術
研
究
』
別
冊
五
、

一
九
八
四
年

一
〇
月

)、

「
吉
蔵
に
お
け
る
法
華
経

の
経
題

『法
』
の
解
釈
と
仏
身
常
住
説
」
(『大
倉
山
論
集
』
二
〇
、

一
九
八
六
年

一
二
月
)
を
参
照
。

(
12
)

「蓮
華
者
、
外
畦
三

物
必
花
実
倶
有
。
若
談
蓮
家
之
花
、
則
如
果
家
之
因
。
若
語
花
家
之
蓮
、
則
如
因
家
之
果
。
是
故
此
経
家
要
双
明

一
乗
因
果
、

似
若
此
花
。
故
借
警
受
名
、
故
云
蓮
花
」
(大
正
三
三

・
五
七
三
上
)
を
参
照
。

(
13
>

「法
者
、
体
無
非
法
、
真
莫
過
焉
」
(続
蔵

一
ー

二
乙
ー

二
一ニ
ー

四

・
三
九
七
右
上
)
を
参
照
。

(
14
)

「法
者
、
非
是
軌
則
、
故
名
法
。
法
名
自
体
。
明
所
妙
之
法
各
有
体
。
然
法
語
通
漫
、
無
的
因
果
。
表
明
因
亦
是
法
果
亦
是
法
、
故
知
此
法
妙
因
妙

果
法
也
」
(大
正
三
三

・
五
七
四
上
)、
「
今
此
経
首
題
称
言
妙
法
、
表
明
因
亦
是
法
果
亦
是
法
」
(同
前

・
五
七
四
中
)
を
参
照
。

(
15
)

一
経

三
段

の
分
科
が

=

家

の
習
ふ
所
」
で
あ

る
こ
と
が

『法
華
義
記
』
に
出

て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る

べ
き

で
あ

る
。
「今

一
家
所
習
言
、
経
無

大
小
、
例
為
三
段
。
三
段
者
、
第

一
謡
為
序
也
。
第
二
称
為
正
説
。
第
三
呼
日
流
通
」
(同
前

・
五
七
四
下
)
を
参
照
。

(
16
)

「第

二
従
方
便
品
以
下
、
詑
分
別
功
徳
品
中
弥
勒
説
偶
頒
仏
長
行
以
来
、
凡
有
十
四
品
半
経
。
是
経
之
正
説
。
因
果
両
法
顕
此
文
中
也
」
(同
前
)
を

参
照
。

(
17
)

拙
稿

「
道
生
に
お
け
る
法
華
経
の
構
成
把
握
に

つ
い
て
」
(『
東
洋
文
化
』
七
〇
、

一
九
九
〇
年

一
月
)
四
八
ー

四
九
頁
を
参
照
。

(
か
ん
の

ひ
ろ
し

・
文
学
部
助
教
授

)


